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 ウェブデータの取得には技術室 VLAN 上に設けた FreeBSD サーバを用いており、以下
の処理を実行する Perl スクリプトを作成した。 
 ①URL を指定しアクセス、HTML ファイルを文字列として取得する。 
 ②時刻、水位値に該当する部分の HTML タグ要素の内容を切り出す。 
 ③日時、値を月毎のテキストファイルに書き出す。 
このような一連の処理を crontab（UNIX 自動コマンド処理機能）で 4 時間毎に自動実行し
ている。Perl には HTML 解析のためのモジュール「HTML::TreeBuilder」が用意されてお
り、容易に HTML から情報を抽出することができる。 












 技術室では年度末に、その年度に起こった大規模出水イベントについて図 4 のような流
量と土砂移動量の関係図を作成し、土砂移動の傾向をまとめて報告・発表をしている。サ
ーバでの水位データ取得の際にしきい値を設けることで、台風等による出水を判別し、図 4
のようなグラフを速報として配信することも可能であると考えている。 
 
 
図 4．流量流砂量関係散布図 
 
 しかしながら、こういった自動化が業務の効率化にどの程度役立つかはよく検討してシ
ステムを作ることが大事ではないかと考えている。現状でも職員のルーチン作業は、ほぼ
マクロ実行のみでそれほどの労力を要していないため、時間をかけて自動化システムを作
ってもそれに見合うだけのメリットがあるかは難しいところである。また自動化が進めば
担当者以外のスタッフがシステムを触りにくくなり、引き継ぎもずさんになると予想され
る。ただ、どこまで業務を自動化できるかを追求することはシステム構築の良い練習にな
るため、個人的にはさらに進めていきたいと考えている。 
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